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「桜花爛漫」は我が母校の逍遥歌です。

大学時代は、クラブの合宿や追い出しコンパ（の一次会）の解散時など、節目節目に、
部長の前口上で歌ったものです。
もちろん輪になって肩を組み、左右に体を揺らします。
誰から教わったわけでもなく、聞き覚えで、適当に歌詞を口ずさんでました。

少し前、先輩や後輩たちとの宴があった時、久しぶりに円陣を組みました。
道行く人には甚だ迷惑だったこと間違いありませんが、何だかグッと来てしまいました。
大阪の府市統合で、「大阪市立大学」の名前も消えてしまうらしい。桜花爛漫も歌われ
なくなるかも。
何てことでしょ、と嘆きたくなります。
山椒は小粒でもピリリと辛い。小規模な大学でもいいじゃないか！

成年後見制度利用促進法
　平成１２年に施行された成年後見制度の更なる普及のために、成年後見制度利用促進法案と民法
の一部改正案が、今の国会で審議されています。このホミック通信がお手元に届く頃には、成立して
いるといいのですが。
　成年後見人の犯罪が報道されたり、また、家族と成年後見人との軋轢がマスコミで取り上げられ
たり、最近どちらかと言えば、成年後見制度の否定的な面が目立っていますが、制度利用のおかげで
安心して生活できている人が大勢いることも事実です。そうした面ももっと多くの人に知ってもらい、
本当は必要なのにまだ制度に辿り着いていない人が利用できるような環境が整えばいいなぁ、と
思っています。
　ただ、保育所整備も捨て置けない重要な課題。困りごとへの対応をぬかりなく行わなければ、格差が
拡がるばかりで、幸せの総量が小さい社会になってしまうのではと危惧します。



●不動産登記
●商業・法人登記
●裁判
●成年後見

相続・売買・贈与など
設立・役員変更など
訴訟・調停・和解・破産など
任意後見契約・遺言・死後事務など

司法書士の仕事

　堺筋の西側を、土佐堀通から南へ２ブロック目。洋菓子の楽園、「ＧＯＫＡＮ」があります。

　一階で販売しているケーキ達は眩くって目移りすること間違いなしなんですが、ランチタイムには二階

の「北浜サロン」へ上がります。正式名称は「デジュネセット」と言うらしいんですが、軽食のセットがある

んです。先日は「ガレットセット」をいただきました。たっぷりとした量の生野菜を添えたガレットにミニ

スープとポットサービスの紅茶、最後に小さな焼き菓子。ガレットには何だかんだと挟んであるので、しっ

かりとご飯です。これで税別１１００円はリーズナブル。建物自体が歴史を感じさせる洋館で、とっても

豊かな気分に浸ることができるんですよ。

　え？ ガレットって何？って。オヤツでなくご飯として食べるクレープみたいな薄焼きの粉物。クレープ

より厚め。違うかなぁ～（つづく）

エンディングノートの活用法
　エンディングノートを活用した「安心して最期をむかえるために」という講演の依頼があり、エンディ
ングノートについて考えてみました。
　この言葉が聞かれるようになったのは、１５年くらい前からでしょうか。今や書店などで何種類も見か
けます。大体１０００円前後のようです。インターネット上で無料でダウンロードできるものもあります。
　全ての中身を見たわけではありませんが、自分自身が認知症などで意思表示ができなくなったり、
死んでしまった後のために、自身についての情報や考え方・希望を記しておくもので、どんなことを
書いておけば残された家族らに役に立つかが整理してある点が、お金を出してでも買う意味がある
のかな、と思います。
　遺言や、任意後見契約・死後事務委任契約などのように、法的な効力はありませんから、気合を入れ
て書いたとしても、家族を拘束するものではありません。しかし、円満な家族関係の中では十分に役に
立つものだろうと推測します。
　何よりも、記入しようとすることで、自分自身の来し方を振り返ることになりますし、残された時間と
向き合うことにもなる点が、エンディングノートの意義なのではないでしょうか。仲違いをしたままの
旧友に連絡を取るきっかけになるかも知れませんし、自分でも整理できていない銀行口座をまとめる
機会になるかも知れません。そうした中で、もしかしたら、法的効力のある遺言の必要性を感じるかも
知れません。
　講演のレジュメの最後は「エンディングノートの作成とは、来し方の振り返り・晩年の創造の機会」
と、ちょっと大げさにまとめてみました。
　さて、エンディングノート適齢期は何歳なのでしょう。いただいたノートに記入してみましょうか。
ちなみに、何度でも書き直せるように、鉛筆で書きましょうとアドバイスが付いています。


